
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月初旬に刈った稲が乾き、今年は７名の地域の方にお世話になり、脱穀と籾すりを

行うことができました。 

 脱穀はハーベスターや“千歯こき”“足踏み脱穀機”という昔の道具を使って体験し

ました。様々な脱穀の方法を実際に体験し、脱穀の大変さを実感する子どもたちでした。 

また、その後は松崎さん宅で籾摺りを行いました。米が機械を通ると、籾がはがれて

お米になって出てくる様子をのぞき込んで興味津々の子どもたちでした。 

 

仁多福祉会立阿井幼児園 

きりん・らいおんだより 

令和６年９月２５日（水） 

がんばるぞ！エイエイオー！ 

どのくらいのお米

がとれるかな？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お米がきれい 

に取れたよ！ 

足踏み脱穀機 

千歯こき 

ハーベスター 
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お米が出てくるかなぁ・・・ 

みんなではこぶよ！ 

よーいしょ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地域の皆さん、ありがとうございました～

昔の道具に興味を持って体験することで、先人の工夫や知恵に感心すると共に、改めて米作りの大

変さを実感した子どもたちでした。 

今年のコシヒカリの収穫量は、約１１８キロでした。たくさんの収穫に子ども達も大喜びでした。

「塩おにぎりが食べたいな」「梅干しおにぎりもいいな」と新米を味わう日を楽しみにしています。自

分達で育てたコシヒカリはきっと格別な味でしょう。 

今年もたくさんの地域の方にお世話になり、無事に田んぼ活動を行うことができました。地域の方

の温かさに触れ、米作りの大変さ、収穫の喜びなど様々なことを知ることができ、とても良い体験と

なりました。この体験が子ども達の心に残り、ふるさとを愛する気持ちに繋がることを願っています。   

けろちゃん田んぼでの活動はこれで終わりになりますが、１２月にしめ縄作りを行います。田んぼ

活動の締めくくりとして子どもたちと楽しみたいと思います。                        

※脱穀、もみすりの持ち物や登園時間にご協力いただき、ありがとうございました。 

 


